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概要

1. 医療診断領域の線量管理
2. 面積線量計
3. 面積線量計の校正方法
4. 不確かさ評価
5. まとめ
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• 医療分野における放射線の利用

ガンマナイフ

中性子線

陽子線

重粒子線

X線撮影（胸部等）

X線造影（胃部等）

CT(Computed 
Tomography)

1. 医療診断領域の線量管理

放射線診断放射線治療

IVR

IVR：interventional radiology(画像下治療)
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1. 医療診断領域の線量管理

漏洩線量測定
・サーベイメータ

個人被ばく線量管理
・個人線量計

線量管理
・高精度線量計
・面積線量計

診断領域における
放射線測定器の利用

• 医療診断領域における放射線測定器の種類
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1. 医療診断領域の線量管理

表示部

検出部

面積線量測定用検出部

線量測定用検出部

• 面積線量計
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1. 医療診断領域の線量管理

面積線量計

トーレック株式会社HPより
• 取り付け例

X線照射口に装着(後付けタイプも有)
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1. 医療診断領域の線量管理

公衆被ばく 医療被ばく

線量限度の設定 小

大

被ばくによ
るリスク

患者の受
けるメリット

最適化が必要

正当化

可能な限り低く

• 放射線被ばくの考え方
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1. 医療診断領域の線量管理

近年の世界的なDRLの動向
1997年 欧州にて面積線量計が導入

2013年 EU加盟国にて放射線検査等にDRLを導入し、定期的に評価することを
義務付け（評価に用いる測定器は面積線量計）

2015年
日本で最初のDRLが医療被ばく研究情報ネットワーク(Japan Network 
for Research and Information on Medical Exposure : J-RIME)より
発表

2016年
ECR（欧州放射線会議）にてDRLは計算ではなく直接計測されなけれ
ばならないと発表
これに伴い、ロシアやアメリカ、アジア諸国においても、面積線量計
による測定が必須条件となる

2020年
7月 日本の診断参考レベル（2020年版）発行

近年、医療被ばくを最適化することが注目され、
診断参考レベル(DRL)の考えが用いられるようになってきた ※赤字は日本での動向

• 診断参考レベル： Diagnostic Reference Level
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1. 医療診断領域の線量管理
＊透視撮影抜粋
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1. 医療診断領域の線量管理

• 装置の精度管理について
＊透視撮影抜粋
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1. 医療診断領域の線量管理

• 面積線量計の校正について
・放射線診断における被ばく線量の大部分は、
一般公衆で定められている線量限度以下

厳しい線量管理の意識はあまり高くなかった

・従来、日本国内では校正機関が無く、
海外の製造メーカに依頼する必要がある

納期(1ヶ月以上)・校正料金(15万円以上)の点からも、
定期的な校正は困難
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2. 面積線量計

従来の高精度線量計は照射されたあるポイントでの線量のみを
測定していたが、面積線量計では実際に照射された面積を考慮
した線量（面積線量）が測定できる。

X線発生装置

照射野

被ばく面積

• 面積線量について
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・患者さんがいない時に
測る必要がある

・照射面積の測定が必要
・被ばく線量（面積線量）は
計算により求めなければならない

2. 面積線量計

高精度線量計

診察台

X線発生
装置

• 高精度線量計での測定
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2. 面積線量計

面積線量計

診察台

X線発生
装置

・リアルタイムで測定が可能
・ダイレクトに
面積線量が測定可能

• 面積線量計での測定
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2. 面積線量計

𝑟𝑟:  発生器からの距離
𝐷𝐷: 距離 𝑟𝑟 における線量
𝐴𝐴: 照射野（照射面積）

𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷1
𝑟𝑟1,𝐷𝐷1,𝐴𝐴1

𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷2
𝑟𝑟2 = 3𝑟𝑟1
𝐷𝐷2 = 𝐷𝐷1 / 9
𝐴𝐴2 = 9𝐴𝐴1

𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷1 = 𝐷𝐷1 × 𝐴𝐴1
𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷2 = 𝐷𝐷2 × 𝐴𝐴2

= 𝐷𝐷1 / 9 × 9𝐴𝐴1
= 𝐷𝐷1 × 𝐴𝐴1
= 𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷1

𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷 = 𝐷𝐷 × A

Dose Area Product： 面積線量

• 面積線量計の原理
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3. 面積線量計の校正方法

• 規格
JIS Z 4511:2018
Ｘ線及びγ線用線量（率）測定器の校正方法

適用可能か検討
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3. 面積線量計の校正方法

Ｘ線発生装置

診察台

Ｘ線発生装置
面積線量計

通常の
校正時の照射図

面積線量計
使用時の照射図

検出部

検出部全体が照射野に
入るように設置

検出部の一部
しか照射野に
入っていない

標準器
比較

× ×基準点
基準点

• 校正方法の違い
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3. 面積線量計の校正方法

・不要なX線を遮蔽
・既知の面積を照射

面積線量計

コリメータを
前面に設置

照射野

コリメータ作成
通常照射

コリメータ照射

• コリメータ照射

開口面積を校正

開口部
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3. 面積線量計の校正方法

・開口部以外はX線をバックグラウンドレベルまで遮蔽
・遮へい材として4 mmの鉛を採用
・柔らかい鉛をアルミでサンドし強度を上げた

100mm×100mmの穴

厚さ3mmのアルミニウム板
300mm

250mm

厚さ4mmの鉛板
厚さ2mmのアルミニウム板

• コリメータの作成
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• 開口面積の校正

3. 面積線量計の校正方法

・JQA内部にて開口部の
対角線(   )と４辺(               )の長さを校正

・ヘロンの公式より面積を算出

ヘロンの公式

面積 𝑆𝑆 = 𝑠𝑠 𝑠𝑠 − 𝑥𝑥 𝑠𝑠 − 𝑦𝑦 𝑠𝑠 − 𝑧𝑧
ただし、

𝑠𝑠 =
𝑥𝑥 + 𝑦𝑦 + 𝑧𝑧

2

𝑥𝑥

𝑦𝑦 𝑧𝑧

𝑒𝑒 𝑎𝑎

𝑏𝑏

𝑐𝑐

𝑑𝑑

𝑏𝑏, 𝑐𝑐,𝑑𝑑, 𝑒𝑒𝑎𝑎

𝑆𝑆

校正結果 表面: 10043.1 mm2,裏面: 9995.6 mm2
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4. 不確かさ評価

• 通常のX線測定器校正における不確かさの主な要因
・標準器校正の不確かさ
・温度・気圧補正
・位置設定
・照射野の均一性
・測定値のばらつき

• 今回新たに検討する主な不確かさの要因
・コリメータの開口面積
・コリメータからの散乱線
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4. 不確かさ評価

• コリメータの開口面積(JQA内部にて校正）

・表面: 10043.1 mm2

・裏面: 9995.6 mm2

開口面積は表面と裏面の平均値を採用
平均値との差を不確かさとして見積る

平均値：10019.4 mm2 差：23.8 mm2

→開口面積の不確かさ：0.3 %
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• 散乱線の影響 ・コリメータを面積線量計の前方に設置
・コリメータからの散乱線の影響を測定する

4. 不確かさ評価

標準器

コリメータ

照射野

通常照射 コリメータ照射

最大0.22％
変化

散乱線
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4. 不確かさ評価

• バジェットシート
面積線量(空気カーマ、照射線量)

実測値
,仕様書等

不確かさ
のタイプ

確率分布 除数 標準不確かさ 感度係数
相対標準
不確かさ

自由度 ui^4(Ku)/νi

①　WSによる照射場設定における不確かさ

　　　1）WSの校正定数に対する不確かさ Us① 0.95% Ｂ 1σ 0.95% 1 0.95%

　　　2）温度補正 Us② ±1℃ Ｂ 矩形 √3 0.58℃ 1/295 0.20%

　　　3）気圧補正 Us③ ±2hPa Ｂ 矩形 √3 1.15hPa 1/1013.25 0.11%

　　　4）照射野の均一性 Us④ 2% Ｂ 矩形 √3 1.15% 1 1.15%

　　　5）支持具の散乱寄与 Us⑤ 1.2% Ｂ 矩形 √3 0.69% 1 0.69%

　　　6）測定位置の設定 Us⑥ ±1mm Ｂ 矩形 √3 0.58mm 2/1200 0.10%

　　　7）X線装置出力の安定性 Us⑦ 0.83% Ｂ 1σ 0.83% 1 0.83%

　　　8）コリメータ開口面積 Us⑧ 0.3% Ｂ 矩形 √3 0.17% 1 0.17%

　　　9）指示値の読みとり (n=5) Us⑨ 1.00% Ａ 正規 √5 0.45% 1 0.45% 4 1.00E-10

②　仲介器の校正における不確かさ

　　　1）温度補正 Udut① ±1℃ Ｂ 矩形 √3 0.58℃ 1/295 0.20%

　　　2）気圧補正 Udut② ±2hPa Ｂ 矩形 √3 1.15hPa 1/1013.25 0.11%

　　　3）照射時間 Udut③ 0.10% Ｂ 矩形 2√3 0.03% 1 0.03%

　　　4）コリメータの散乱寄与 Udut④ 0.22% Ｂ 矩形 √3 0.13% 1 0.13%

　　　5）測定位置の設定 Udut⑤ ±1mm Ｂ 矩形 √3 0.58mm 2/1200 0.10%

　　　6）指示値の読みとり (n=3) Udut⑥ 1.20% Ａ 正規 √3 0.69% 1 0.69% 2 1.15E-09

Ａタイプの不確かさ Ｕ CA 0.82%

Ｂタイプの不確かさ Ｕ CB 1.89%

相対合成標準不確かさ Ｕ C 2.06%

有効自由度 ν eff 144 144

包含係数 ｋ 1.98

相対拡張不確かさ Ｕ (k =2) 5% (4.13%)

要　　　　因


バジェット表(積算線量) 

		バジェットシート

		面積線量(空気カーマ、照射線量) メンセキ センリョウ クウキ ショウシャ センリョウ

		要　　　　因 ヨウ イン						実測値
,仕様書等 ジッソク チ シヨウショ トウ		不確かさのタイプ フタシ		確率分布 カクリツ ブンプ		除数 ジョスウ		標準不確かさ ヒョウジュン フタシ		感度係数 カンド ケイスウ		相対標準不確かさ ソウタイ ヒョウジュン フタシ		自由度 ジユウド		ui^4(Ku)/νi

		①　WSによる照射場設定における不確かさ ショウシャ バ セッテイ フタシ

		　　　1）WSの校正定数に対する不確かさ コウセイ ジョウスウ タイ フタシ				Us①		0.95%		Ｂ		1σ				0.95%		1		0.95%						不確かさの大きい軟X線の値を採用 フタシ オオ ナン セン アタイ サイヨウ

		　　　2）温度補正 オンド ホセイ				Us②		1.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.58℃		1/295		0.20%

		　　　3）気圧補正 キアツ ホセイ				Us③		2.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		1.15hPa		1/1013.25		0.11%

		　　　4）照射野の均一性 ショウシャ ヤ キンイツ セイ				Us④		2%		Ｂ		矩形 クケイ		√3		1.15%		1		1.15%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　5）支持具の散乱寄与 シジ グ サンラン キヨ				Us⑤		1.2%		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.69%		1		0.69%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　6）測定位置の設定 ソクテイ イチ セッテイ				Us⑥		1.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.58mm		2/1200		0.10%						最大の不確かさとなる1.2mでの値を計算。(検出部が大きいため1.2m以上で測定) サイダイ フタシ アタイ ケイサン ケンシュツ ブ オオ イジョウ ソクテイ

		　　　7）X線装置出力の安定性 セン ソウチ シュツリョク アンテイセイ				Us⑦		0.83%		Ｂ		1σ				0.83%		1		0.83%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　8）コリメータ開口面積 カイコウ メンセキ				Us⑧		0.3%		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.17%		1		0.17%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　9）指示値の読みとり シジ チ ヨ		(n=5)		Us⑨		1.00%		Ａ		正規 セイキ		√5		0.45%		1		0.45%		4		1.00E-10		予想される最大標準偏差で計算。これ以上大きい場合は数値を変更して再計算すること。 ヨソウ サイダイ ヒョウジュン ヘンサ ケイサン イジョウ オオ バアイ スウチ ヘンコウ サイケイサン



		②　仲介器の校正における不確かさ チュウカイ キ コウセイ フタシ

		　　　1）温度補正 オンド ホセイ				Udut①		1.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.58℃		1/295		0.20%

		　　　2）気圧補正 キアツ ホセイ				Udut②		2.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		1.15hPa		1/1013.25		0.11%

		　　　3）照射時間 ショウシャ ジカン				Udut③		0.10%		Ｂ		矩形 クケイ		2√3		0.03%		1		0.03%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　4）コリメータの散乱寄与 サンラン キヨ				Udut④		0.22%		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.13%		1		0.13%						要領書より ヨウリョウ ショ

		　　　5）測定位置の設定 ソクテイ イチ セッテイ				Udut⑤		1.0		Ｂ		矩形 クケイ		√3		0.58mm		2/1200		0.10%						最大の不確かさとなる1.2mでの値を計算。(検出部が大きいため1.2m以上で測定) サイダイ フタシ アタイ ケイサン ケンシュツ ブ オオ イジョウ ソクテイ

		　　　6）指示値の読みとり シジ チ ヨ		(n=3)		Udut⑥		1.20%		Ａ		正規 セイキ		√3		0.69%		1		0.69%		2		1.15E-09		予想される最大標準偏差で計算。これ以上大きい場合は数値を変更して再計算すること。 ヨソウ サイダイ ヒョウジュン ヘンサ ケイサン イジョウ オオ バアイ スウチ ヘンコウ サイケイサン

		Ａタイプの不確かさ フタシ				ＵCA														0.82%

		Ｂタイプの不確かさ フタシ				ＵCB														1.89%

		相対合成標準不確かさ ゴウセイ ヒョウジュン フタシ				ＵC														2.06%

		有効自由度 ユウコウ ジユウド				νeff																144		144

		包含係数 ホウガン ケイスウ				ｋ																1.98

		相対拡張不確かさ ソウタイ カクチョウ フタシ		Ｕ (k=2)														5%		(4.13%)







不確かさ計算用生データ(QI特性)

						標準器 ヒョウジュン キ		電圧 デンアツ		ktp		0調 チョウ		校正前 コウセイ マエ		温度(°C):  オンド		22.3		湿度(%):  シツド		43.0		気圧(hPa):  キアツ		990.6		ktp: 		1.0240

						A5(235)		500V		有 ア		無 ナ		校正後 コウセイ ウシロ		温度(°C):  オンド		22.4		湿度(%):  シツド		44.0		気圧(hPa):  キアツ		988.4		ktp: 		1.0266

		%		空　気　カ　ー　マ



				No.1

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		(0.5+0.005)Al

				0.4		20.0(keV)		50.0(kV)		8.00(mA)		1.5(m)		10000(pF)		EXP10.0-		16:49				前回 ゼンカイ		14/07		前回値 ゼンカイ チ		1.0927		102.7%

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		5.226E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.03

				10.00mGy		1		25.86		9.736		0.38												Io(A)=		5.226E-10		CV(%)=		0.03

						2		25.85		9.742		0.38				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		3.4034E+11

						3		25.85		9.743		0.38		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						1.779E+02		(R/h)

						平均 ヘイキン		25.85		9.7403		0.38		0.00		9.7403		9.974		0.06%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		11.188		(mGy)

																										CF		1.1217

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

		$		実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

		!		20		keV		11.2		mGy										10.0		mGy		1.12				5		%



						標準器 ヒョウジュン キ		電圧 デンアツ		ktp		0調 チョウ		校正前 コウセイ マエ		温度(°C):  オンド		22.0		湿度(%):  シツド		43.2		気圧(hPa):  キアツ		984.9		ktp: 		1.0288

						A5(235)		500V		有 ア		無 ナ		校正後 コウセイ ウシロ		温度(°C):  オンド		21.9		湿度(%):  シツド		42.3		気圧(hPa):  キアツ		984.5		ktp: 		1.0289

				No.2

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		1003

				0.4		50.0(keV)		125.0(kV)		6.00(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP10.0-		10:32								前回値 ゼンカイ チ		0.9887		99.6%

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		5.718E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.05

				10.00mGy		1		58.07		9.727		0.17												Io(A)=		5.718E-10		CV(%)=		0.05

						2		58.07		9.735		0.17				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.220E+11

						3		58.07		9.741		0.17		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						6.977E+01		(R/h)

						平均 ヘイキン		58.07		9.7343		0.17		0.00		9.7343		10.015		0.07%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		9.860		(mGy)

																										CF		0.9845

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

		!		50		keV		9.9		mGy										10.0		mGy		0.98				5		%



				No.3

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		1003

				0.4		50.0(keV)		125.0(kV)		3.00(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP11.0-		16:10								前回値 ゼンカイ チ		0.9867		99.6%

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		2.863E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.01

				1.000mGy		1		11.61		0.9761		0.08												Io(A)=		2.863E-10		CV(%)=		0.01

						2		11.62		0.9763		0.08				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.220E+11

						3		11.61		0.9767		0.08		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						3.493E+01		(R/h)

						平均 ヘイキン		11.61		0.9764		0.08		0.00		0.9764		1.0045		0.04%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		0.987		(mGy)

																										CF		0.9827

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

		!		50		keV		0.99		mGy										1.00		mGy		0.98				5		%



				No.4

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		1003

				0.4		50.0(keV)		125.0(kV)		0.60(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP11.0-		10:49								前回値 ゼンカイ チ		0.9901		99.1%

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		5.702E-11

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(μGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.08

				100.0μGy		1		5.85		98.22		16.78												Io(A)=		5.702E-11		CV(%)=		0.08

						2		5.85		98.13		16.76				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.220E+11

						3		5.85		98.26		16.78		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						6.959E+00		(R/h)

						平均 ヘイキン		5.85		98.2033		16.78		0.00		98.2033		101.04		0.07%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		99.12		(μGy)

																										CF		0.9810

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

		!		50		keV		99		μGy										101		μGy		0.98				5		%



























				No.5

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		1005

				0.4		80.0(keV)		200.0(kV)		5.00(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP10.0-		10:55								前回値 ゼンカイ チ		0.9976		99.4%

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		7.686E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.01

				10.00mGy		1		43.01		9.726		0.23												Io(A)=		7.686E-10		CV(%)=		0.01

						2		43.01		9.730		0.23				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.234E+11

						3		43.00		9.733		0.23		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						9.483E+01		(R/h)

						平均 ヘイキン		43.01		9.7297		0.23		0.00		9.7297		10.010		0.04%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		9.924		(mGy)

																										CF		0.9914

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

		!		80		keV		9.9		mGy										10.0		mGy		0.99				5		%



				No.6		QI特性用データ トクセイ ヨウ				次回以降は測定無し ジカイ イコウ ソクテイ ナ

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		(0.3+0.05)Cu+(1.0+0.2)Al

				0.6		50.0(keV)		83.4(kV)		8.00(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP10.0-		11:02								前回値 ゼンカイ チ				ERROR:#DIV/0!

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		1.275E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.05

				1.000mGy		1		25.98		0.9739		0.04												Io(A)=		1.275E-10		CV(%)=		0.05

						2		25.98		0.9734		0.04				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.220E+11

						3		25.97		0.9736		0.04		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						1.555E+01		(R/h)

						平均 ヘイキン		25.98		0.9736		0.04		0.00		0.9736		1.002		0.03%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		0.9831		(mGy)				QI=0.4/0.6

																										CF		0.9814				100.1%

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

				50		keV		0.98		mGy										1.00		mGy		0.98				5		%





		#		校正の条件		1)		校正の基準点: 電離箱の中心

		#		校正の条件		2)		照射方向: 電離箱の平面に対して垂直 ヘイメン

		#		校正の条件		3)		ION CHAMBER DIGITIZER (型式 9660A, 製造番号 01-2982) カタシキ セイゾウ バンゴウ

		#		校正の条件		4)		校正結果は温度22 °C、気圧1013 hPaの状態に換算して求めた。



				No.1’		A5での結果 ケッカ

				QI		実効エネ ジッコウ		管電圧 カン デンアツ		管電流 カン デンリュウ		距離 キョリ		Capa		Mul		Time				Filter:		(0.5+0.005)Al

				0.4		20.0(keV)		50.0(kV)		8.00(mA)		2.0(m)		10000(pF)		EXP10.0-		11:09				前回 ゼンカイ		NEW		前回値 ゼンカイ チ				ERROR:#DIV/0!

				DUT																		STD

																						電離電流(A) デンリ デンリュウ		6.830E-10

				校正ポイント コウセイ		No.		照射時間(s) ショウシャ ジカン		表示値(mGy) ヒョウジ チ		線量率 センリョウ リツ										CV(%)		0.02

				10.00mGy		1		48.25		9.728		0.20												Io(A)=		6.830E-10		CV(%)=		0.02

						2		48.25		9.731		0.20				ドリフト補正後 ホセイ ゴ								Mv(R/hA)=		1.3529E+11

						3		48.25		9.732		0.20		ドリフト		平均表示値 ヘイキン ヒョウジ チ		表示値 ヒョウジ チ		CV						9.241E+01		(R/h)

						平均 ヘイキン		48.25		9.7303		0.20		0.00		9.7303		10.011		0.02%				空気カーマ換算係数: 		8.76

																								空気カーマ:  クウキ		10.850		(mGy)

																										CF		1.0838

				証明書記載データ ショウメイショ キサイ

				実効エネルギー ジッコウ				空気カーマ クウキ				レンジ				目盛 メモリ				表示値 ヒョウジ チ				校正定数 コウセイ ジョウスウ				校正の不確かさ コウセイ フタシ

				20		keV		10.8		mGy										10.0		mGy		1.08				5		%



&14校正実施記録 校正値	_x000D_
&14&F	&14&P/&N




Sheet1

		0.8		3.0671

		0.7		3.0701

		0.6		3.0718

		av		3.0696666667

		cv		0.0775255478

		av-max		0.083613856
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4. 不確かさ評価
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5.まとめ

• 医療診断領域においても線量管理の最適化の
意識が高まっている

• 診断参考レベル(DRL)による線量管理を行う際
には、面積線量計による測定が推奨されている

• 面積線量計の測定精度維持には定期的な校正
が不可欠
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ご清聴ありがとうございました
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